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三工
日

韻
(
史
的
研
究)

(f国語学J 169集

は

め

じ

韻 (史的研究)

ソ
シュ
lル(河

内芯ω
28Z3)
に
よっ
て
唱え
ら
れ
た 、
「
同
時性」(印
50

5cx
s
sm)
の
軸で
捉え
ら
れ
る
八
共
時態
〉の
研
究は 、
実
践
的に
は
そ
の

同
時性の
軸
を
ど
の
よ
うに
と
るか
とい
う
点に
なお
議
論の
余地
を
残して

い
る
も
の
の 、
ヨ
ーロ
ッパ

で
は
回
世
紀を
通じ
て
進め
ら
れ
た
「
言
語の
歴

史
的
研
究」 、
す
な
わ
ち 、
「
継
起
性」(mcnnmm-
芸巾)
の
軸に
おい
て
捉え
ら

れ
る
〈
通
時態
〉の
研
究と
対立
す
る
も
の
で
ある 。
標題の「
音
韻(史的研

究こ
を 、
「
音
韻(理論・
現代こ
と
比べ
て
眺め
る
時 、
「
音韻(史的研究こ
の

内
容を
ど
の
よ
うに
理
解す
るか
は
人
に
よ
り
多
様で
あるか
もし
れ
ない 。

ここ
で
は
前回の
展
望(小倉肇)
にい
う「
過去の
共
時
態の
音
韻・
音声(音

価)
を
扱っ
た
も
の
も
含め
て」 、
展
望
の
対
象
範
囲と
す
る 。
そ
れは 、
「
過去

の
特
定
の
時期の
研
究が 、
同
時に
共
時的に
し
て
かつ
歴
史
的で
は
あ
りえ

ない 、
とい
う理
由
も
ない」(越元任
SS一
戸〉ZOC〉の何
〉ZU
ωペ宮・

切()円いのωJヘω
、コロ孟ω)
し 、
〈
共
時態
〉
と
〈
通
時
態〉
と
を
峻
別す
るこ
と

は 、
言
語
研
究の
方
法
論と
し
て
認め
ら
れ
る
と
し
て
も 、一言
語の
本質に
関

す
る
問
題
と
し
て
は 、
両
者のか
らみ
あい
の
上に
おい
て
考
察さ
れ
るべ
き

も
の
で
ある
と
思
量
さ
れ
るか
らで
ある 。
なお 、
以
下
に
あっ
て
は 、
敬
称

"" 
日

清

水

史

は
省略させ
てい
た
だ
く 。

発
行さ
れ
た
もの
に
限り 、

ま
た 、
と
り
あげる
論
考は
平
成二
年
1三

年に

原
稿奥
付の
成
稿年
月日
に
は
よ
ら
ない 。

著

書

一
・一

国語
音
国
語
音
関
係の
論
考を
含む
もの
と
して
は
次の
ものが

ある 。
秋永一
枝「
古
今和
歌
集
声
点
本の
研
究
研
究編
下」
(校倉書房 、

引・l)
は 、
「
研
究
編上」
(別・2)
に
続く
もので
あるが 、
学
界に
とっ
て

まさ
に
待望の一
書で
あっ
た 。
成
書と
して
の
本
書に
よっ
て
明らか
に
さ

れ
る
事実は 、
ア
クセン
ト

史 、
音
韻史に
と
どまる
もので
は
ない 。
こ
の

大
著につ
い
て
は 、
小
松
英
雄の
書評(『国語学』
問 、
m-U)
に
詳しい 。

奥
村三
雄『方
言
国
語
史研
究」
(東京堂出版 、
mm・9)
は 、
「
文
献
国
語
史に

対立
す
る
方
法
論
的概
念」
と
して「
方
言
国
語
史」
を
提
唱
す
る
著者が 、
自

ら
の
理
論と
そ
れ
に
基づ
く
実
践を
纏め
上
げ
た
大
著で
ある 。
と
くに
第六

章以
下の
「
方
言
国
語
史的に
見た
南
島方
言」で
は 、
「
上
代
中
央語に
お
り

る
特殊
仮
名
遣
区
別の
反
映
現
象」(イ列・
エ
列・
オ列の甲・
乙
類の
区別傾

向)
の
指
摘が
み
ら
れ
貴重で
ある 。
「ハ
行
子
音P」
に
関す
る
言
及と
相
倹

っ
て 、
今
後の
上
代の
音
韻共
時態
再
構の
議
論に
進展が
期
待さ
れ
る 。
上

代で
は
ま
た 、
西
宮一
民「上
代の
和
歌と
言
語』(和泉書院 、
引・4)
が
あ
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っ
た 。
既
発
表の
論
文
集で
ある
が 、「
短
歌の
成立」「
時
代に
み
る
言語
感
覚

||上代
||」「『上

代特
殊
仮
名
遣」
論」
な
どは
教
え
られ
る
とこ
ろ
が
多い 。

中世で
は
柳田
征司『
室
町
時
代語
資
料に
よ
る
基
本
語
調の
研
究』
(武蔵野

書
院 、
引・7)
に 、
「『ド
ウ』(如何)
の
成立」「「キッ
ク」
『キヅ
ク」(域・

築)
の
異
形『キ
ツ
グ』
につ
い
て
||力行四段活用動詞活用語尾の濁音化を抑止す

る一
つの力
||」「『ニ
ッ
ポン」
(日
本)
と『ニ
ホン』」
が
み
ら
れ 、
前二
者は
既

発
表
論
文 、
後
者は『
講
座日
本
語の
諮
業日』(m-6)
所
収
論
文を
全
面
改

稿
し
た
も
の
とい
う 。
い
ずれ
も
堅
実な
論で
ある 。
近
世で
は
佐
藤
亨
「江

戸
時
代語の
研
究」
(桜楓社 、
卯-M)
が
あ
り 、
附
本を
資料とし
て
江
戸
時

代
前
期・
後
期の
イ
音
便をは
じ
め
と
す
る
音便各
種の
実
態の
記
述が
行わ

れ
てい
る 。
語
実・
語
法の
考
察と
併せ
て
拙
本の
資料
性
を
明らか
に
し
た

実
証
的
論
考で
ある 。

一・二
漢
字
音
岡
本
勲「
日
本漢
字
音の
比
較
音
韻史
的
研
究」
(桜楓社 、

引・3)
は 、「
日
本
漢
字
音の
研
究
資料と
して
今まで
あま
り
用ゐ
ら
れ
るこ

と
の
なかっ
たチベ
ッ
ト

資料を主
た
る
資
料と
し 、
それ
に
よっ
て
唐代の

中
国
語
音
韻体
系
を
明らか
に
し 、
そ
の
知
見に
基づ
き 、
日
本
的
漢音
呉音

の
実
態を
解
明す
る
点に
主
眼を
置」(緒言l本文は歴史的仮名遣い)
い
て
なさ

れ
たまさ
に
労
作で
ある 。
本
書に
は
そ
の
独
自な
方
法
論か
ら
す
る
多くの

貴重
な
示
唆が
み
ら
れ
る
が 、
「
あとが
き」(「
本書をまとめ終わっ
ての
自己

批判」)
に
も
指
摘さ
れ
てい
る
よ
うに 、
新た
な
試み
で
ある
だ
け
に
問
題
点

も
少なか
ら
ず
含ま
れ
てい
る
よ
うに
思わ
れ
る 。
『
切
韻』
『
韻
鏡』
な
ど
基

本
的
資
料の
性
格をは
じ
め
と
して 、
チベ
ッ
ト

語
史の
側
面か
らみ
た
蔵
漢

対
音資
料の
特
徴 、
中
国方
音の
分
布と
唐代
標
準音(あるい
はそれ以
前)

と
の
関
係
性
等々
改め
て
考えてみ
る
必
要
を
痛
感す
る 。
森
博
達
『
古
代の

音
韻と
日
本
書
紀の
成立」
(大修館書底 、
引・7 、
以下『古代の
音韻』
と略

称)
は 、
一
九
七
七年に
著者に
よっ
て
は
じめ
て
提
出さ
れ
た「日
本
書
紀
α

群原
音
依
拠
説」
が
さ
らに
補強され 、「α
群
中国人
述
作
説」
を
提
唱
す
る 。

「日
本
書
紀区
分
論」 、
a
群に
基づ
く「上
代日
本語の
母
音
組織」(七母音

説)
の
考
証の
結果に
は
修正が
み
られ
ない
が 、
今回
新た
に「
頭音
論」「ア

ク
セ
ン
ト

論」
が
加えられ
た 。
ま
た 、
「『日
本
書
紀」
の
仮
名の
研
究に
必

要
な
階
唐時
代の
漢
字
音の
状
況につ
い
て
論じ」
た「
外篇」は 、
入
門的
役
割

を
有す
る
と
同
時に
森
説を
理
解する上で
は
必
須の
もの
で
あり 、
仮
名分

布表・
中古
音対
照一
覧
表
等を
収め
た「
資料
篇」
も
見や
す
く
有益
で
ある 。

以
上
の
他に 、
飯田
利
行『
日
本に
残
存せ
る
中
国
近
世
音の
研
究」(日・日 、

ω-m覆刻 、
名著出版)
が
覆刻され
た 。
近
時 、
唐・
宋
音の
研
究が
盛んに

なっ
て
き
たこ
と
を
窺わせ
る 。
右
掲の
著
書中に
み
られ
る
新
見・
提
言は

今
期の
特
徴の一
つ
をな
す
もの
とい
え
よ
う 。
詳
細は
書評に
ゆ
ず
り 、
次

に
論
文を
と
り
あげる 。
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二 、
上
代語
音

二・一
上
代
特
殊
仮名遣
上
代の
音
韻共
時態
再
構をめ
ぐっ
て 、
こ
こ

十年
程の
聞に
行わ
れ
た
活発な
議
論を
通
覧して
看
取さ
れ
る
のは 、
概略

す
る
と
再
構の
方
法に二
通
りの
研
究タ
イプ
が
あるこ
とで
ある 。一
つ
は 、

中
国
語
音(「
漢字原音」)
と
の
対照に
よる
研
究で
あ
り 、
も
う一
つ
は 、
内

的
再
構(ZZE色
沼85円225ロ)
の
方
法に
よる
研
究で
ある 。
前
者につ

い
て
は 、
上
代文
献に
み
ら
れ
る
万
葉仮
名の
等
質
性など
資料
的
問題
を
含

め
て
解
決さ
れ
な
ければな
ら
ない
事柄が
なお
多く
存す
るが 、
森
『古
代

の
音
韻」
に
よっ
て
改め
てそ
の
方
法
論と
成
果が
提
示さ
れ
たこ
とは
よろ

こ
ば
しい 。
日
本語
音とは
異なる
制
約を
もっ
た
外国語
音と
の
対
照
研
究

に
よっ
て
明らかに
さ
れ
た
事
実が 、
ど
の
よ
うに
解
釈さ
れ
るか
につ
い
て



韻(史的研究)
は
今
後さ
ら
に
議
論さ
れ
るこ
と
を
望み
たい 。
池上
容「『
古
事記』
の「ホ」

に
関す
る
問
題
ll本と富の使用背
景||」(『作新学院女子短大紀要」
U 、
卯­

H) 、
同「オ
列甲
乙
の
議
論に
お
け
る
ア
行とワ
行の
問
題」(『同』
目 、
但­

U)
は 、
オ
列甲乙
の
合
流が
甲
↓乙
とい
う
方
向で
進
行し
たこ
と
を
確
認し

た
上で
展
開さ
れ
た
論で
ある 。
前
者で
は 、
「
本」は
甲乙
合
流
後の「ホ」
を

示
し
てい
るこ
と 、
「
富」
は「オ
| 、
ト乙
|シ 、
ト乙
|ル」

の
よ
うな
環
境

に
現れ
る
の
で 、「
旧乙
類に
よ
り
近い
形で
発立自」(「調音点がより前に
ずれ

る」)
され 、
そ
れ
を「一
般の『ホ』
とは
別の
もの
と
して
意
識し
表示し
た」

も
の
で
ある
とい
う 。
後
者で
は 、
「オ」
と「ヲ」
の
仮
名の
中
国
語中
古
音
的

投
影
結
果が
オ
列
甲・
乙
音の
弁
別
的
特
徴に
合致す
る
のは 、
ア・
ワ
行
を

「
表
記
し
分
け
る
ため
に
生じ
た
偶然の
結
果」
で
あっ
て 、
そ
れは「乙
類
的な

音声で
出
現す
る
場
合の
多」かっ
た「オ」
に
対し
て 、「ヲ」
の
母
音は
子
音の

影
響で「
甲
類
的な
音色で
出
現す
る
場
合が
多かっ
た」か
らで
あろ
うとい

う 。
両
者と
もに 、
「
仮
名の
原
字
音とい
う
側
面」か
ら
当
該の
問
題
を
考
察

し
た
も
の
で
ある
が 、
万
葉
仮
名に
単に
中
国
語
中古
音を
投
影さ
せ
た
だ
け

で
は
解
決で
き
ない
甲乙
帰
属の
問
題が
日
本語
側に
存
在す
るこ
と
を
指
摘

し
てい
る 。
内
的
再
構の
方
法に
よ
る
研
究で
は 、
今
期
新
説が
提
出さ
れ
た 。

坂
本
宗
和「
上
代日
本
語のe
甲 、
0
甲
の
来
源」(『言語研究』
錦 、
ω・ロ)

は 、
「E
甲 、
0
甲の
来
源は 、
開口
度の
増加に
よ
るi
甲
Ve
甲 、
u
Vo

甲で
あ
り 、
母
音
音
節の
場
合は
そ
れ
ぞれ
胃 、
者。
に
発
展し
た」
と
指
摘す

る 。
し
た
がっ
て 、
e
甲 、
o
甲
の
成立は
通
説の
よ
うにa
の
後
接に
よっ

て 、
す
な
わ
ち 、
i

甲+a
ve
甲 、
u
+a
Vo
甲と
し
て
説
明さ
れ
る
も

の
で
は
ない
とい
う 。
ヒ
ア
トゥ

ス
回
避の
現
象 、
同
音
語を
導く
枕
詞の
例

な
ど
を
傍証
と
し
て 、
単
語内の
音
韻構成の
あ
り
方
を
論じ
る
坂
本の
説
明

は 、
論
理一
貫
して
お
りそ
れ
な
り
の
説
得
力を
もっ 。
確立
し
た
説と
し
て

こまz
日

承認さ
れ
る
ため
に
は 、
JVM1巾〉
苫 、
ピ〉巧O〉巧O
の
変
化に
お
ける
分
離

条
件の
提
示が
倹た
れ
る 。
内
的
再
構法に
よっ
て
活発に
議
論を
展
開し
た

木田
章
義に
は
今期
も「「二
段
古形
説』

補||係結びの場合
||」(愛媛大

『愛文」
初 、
引・l)
が
あっ
たが 、
活用
形の
成立を
考え
る
上で
坂
本
説を

木田は
ど
の
よ
うに
考え
る
で
あろ
うか 。
こ
の
方
面で
は 、
阪
倉
篤
義「
古

代日
本
語の
内
的
再

構||名詞の構成法を中心に
||」(崎山理編『日

本語

の形成』 、
三
省堂 、
ω・3)
もみ
られた 。
方
言
音
韻史の
蘭で
は 、
松
森
品

子「
奄
美にお
け
る
オ
段
母音の
変
化につい
て」(聖徳大学短大『文学研究」

6 、
引・2)
が
ある 。
かつ
て 、
服
部四
郎(H85 、
ω町一σ同庁白山口己
冨片田三田町】

(H可申)
に
よっ
て
奄
美の
諸方
言の
中に
奈良
朝日
本語の
オ
列
甲乙
の
区別

を
保
存してい
る
方
言の
あるこ
とが
報
告さ
れ
たが 、
松森
の
実
地調査に

基づ
く
考
察で
は 、
「
大
島
本
島 、
加
計呂
麻島 、
与路
島 、
諸島などで 、
オ

段の
音節に
対応
す
る
箇所に 、
〔0〕
と〔U〕
両方が
出
現する」
現
象は 、

こ
れ
らの
地
域で「O
↓u
とい
う
比
較
的
新しい
変
化が
ま
だ
進
行中の
状

態に
ある」(狭母音化の進行)
こと
を
反
映し
た
もので 、
上
代オ
列
音甲乙

の
そ
の
ま
ま
の
残
存
と
は
認め
ら
れ
ない
とい
う 。
し
た
がっ
て 、
オ
甲
|

〔0〕 、
ォ
乙
|〔U〕
とい
う
対応に
は
例
外も
多い
とい
う 。
体系
的
視点

に
支え
られ
た
松森
の
論証
過
程は 、
変
化の
条
件も
矛
盾な
く
説
明さ
れ
て

い
る
な
ど
参
考に
なる
とこ
ろ
が
多い 。
方
言
資料を
利用す
る
場
合に
は
そ

れ
な
りの
手
続きが
必
要で
あるこ
と
を
痛
感する 。
佐
藤清
「
琉
球方
言と

の
比
較に
よ
る
有坂
法
則
第三
則の
検
討」(『国語学』
問 、
m-U)
は 、
「
内

的
再
構に
よ
りコ
モ(ル)
〈
籍〉の
語幹の
古
形
と
して
J25白
を
再
構で

き 、
そ
し
て
琉
球
祖
語に
J95白〈
繕〉が
存
在
す
る
以
上
は 、
日
本
祖
語

に
495曲
が
存
在し
た
と
考え
るべ
き」で
ある
と
指
摘し 、
有坂
をは
じめ

と
す
る
多く
の
研
究
者が 、
奈良
時
代以
前に
は「ア
列
音と
オ
列
音乙
類
音と
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に
対応
する
母
音(陽性母音と
陰性母音1清水補)
は
共
存し
な
く
な
る
とい

う
『見
通
し』
の
上に
建て
た
論
考は
再
考す
る
必
要が
ある」
と
述べ
る
興

味
深い
論 。
内
的
一得
構と
比
較方
法とに
よ
る
意
欲
的な
考
察で
ある
が 、
よ

り
説
得
力を
増
す
ため
に
は 、
松森
の
よ
うな
琉
球
諸
方
言で
の
分
析が
必
要

で
あろ
う 。
た
と
え
ば 、「吋
〉u
の
変
化がお
き
た
後に
移入
し
た
語」(%頁)

とい
う
変
化は 、
体
系
的
見地か
らは 、
ど
の
よ
うな 、
ま
たい
つ
の
時点の

変
化で
ある
のか
な
ど
が
説
明さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。

二・
二
字余り・
音数
律
毛
利正
守「上
代日
本語の
母
音変
化
|lvHHVH

の場合
||」(『大阪市立大文学部紀要人文研究」

必
5 、
卯-U)
は 、
C
机
C

VH+
日
C
れ
とい
う
音節
構
造で 、
VHH
U
の
場
合に 、
①「
脱
落
現
象」(A­

脱落を起こ
すものと 、
B一
起こ
さない
もの)
と 、
②「
字
余り
現
象」(Bに

おい
て
短歌の句中に
字余りを生じるもの)
と 、
③「
非
字
余り
現
象」(Bに

おい
て
短歌の句中に
字余りを生じない
もの)
とが
ど
う
関わっ
てい
るか
を

考
察し
た
も
の 。「お
よそ
三
者の
現わ
れ
方に
ある
規
則
性が
認め
られ
る
と

言っ
て
よ
さそ
うで
ある」
と
指
摘す
る 。
VH
V
VHについ
て
は
前
論(「国語国

文』
幻14 、
凶∞・4)
が
ある
の
で 、
残さ
れ
た
れ
〈
れ
の
検
討を
倹っ
て 、
「
上

代の
音
頭
変
化の
メ
カニ
ズム」
が
明らか
に
さ
れ
るこ
と
を
期
待し
たい 。
山

口
佳
紀「
字
余り
論は
なに
を
可
能に
するか」(「国文学』お』5 、
学燈社 、
ω・

5)
は 、
「モ
lラ
とい
う
等
時間
的
単
位は 、
音素
配
列が\(わ)
〈の〈--­

h〈\の
形
を
とっ
た
上
代語
的
言
語に
おい
てこ
そ
成立
しや
すい」
と
述べ 、

「
上
代語に
は
すで
にモ
1ラ
とい
う
単
位が
あ
り 、
和
歌に
お
け
る
リズム
と

して
の
単
位は 、
や
は
りモ
lラ

で
あっ
た
と
考え
ら
れ
る」
と
指
摘す
る 。

そ
の
上で 、
毛
利の
発
見し
た
句中に
出半
母
音を
含み
なが
ら
字
余りに
な
る

場
合と
な
ら
ない
場
合の
法
則に
着目し 、
そこ
に
和
歌の
詠唱
法の
問
題が

関
係し
てい
る
で
あろ
うこ
と
を
具
体
例を
挙げて
論じてい
る 。
山口
も
述

べ
る
よ
うに
『
万
葉集」
の
詠唱
法を
解明するに
あたっ
て
は 、
〈
訓〉
の

決
定か
ら
始め
て
ま
だま
だ
積み
残してい
る
問
題が
多く
ある
よ
うに
思わ

れ
る 。
古
代の
詠唱
法とい
えばロマ
ン
ティッ
ク
な
想を
抱くが 、
現
実
的

に
は
そ
の
解明は
厳しい
状況に
ある
とい
え
よ
う 。
和
歌の
形
式の
成立に

つい
て
は 、
西
宮一
民『上
代の
和
歌と
言
語』
の
他に 、
大
野
晋「
和
歌の五

七五
七
七
形
式の
源
流」(『国文学解釈と鑑賞』
日ーロ 、
m別・ロ)
が
あり 、
タ

ミル
語の
古歌の
リズム
と五・
七
を
単
位と
す
る
日
本語の
音数
律と
の
類

似
性が
指
摘さ
れ
てい
る 。
ま
た 、
間
宮
厚
司「
助
調ド・
ドモ
と
音数
律の

関
係」(『学習院大学国語国文学会誌」
% 、
引・3)
は 、
毛
利の
方
法
論に
基

づい
て『
万
葉
集」
と
『
古
今和
歌集』
で
の「
ド・
ドモ」
の
句中で
の
出
現

状
況を
考
察し
た
もの 。
結
果と
して二
資料に
異なる
傾
向は
認め
られ
な

い
とい
う 。
そ
して 、
こ
の
よ
うな
考
察は
『万
葉
集』
の
〈
訓〉
の
決定に

も
有効に
働く
場
合が
ある
とい
う 。
毛
利
説の
理
解
度に
不安を
感じ
る
点

が
あるが 、
「
古
今
集」
以
降の
勅撰
集につい
て
も
調査が
続け
られ
る
と
の

こ
とで
あ
り 、
そ
の
場
合に
は
ま
た 、
音数
律
構
造と
音節
構
造と
の
問
題
を

ど
の
よ
うに
考え
るか 、
続
考に
期
待し
たい 。
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三 、
清濁・
連濁・
連声・
子
音
音
価

三・一
清
濁
川上
薬「
昔の
清
音 、
濁
音」(国学院大『国一語研究』
日 、
ω・

2)
は 、
「立目
便や
連
濁の
現
象を
手が
か
りに
して
往
時の
清
音 、
濁
音の
実

態を」
通
時論
的に
述べ
た
もの 。
早田
輝
洋(「生成アクセント論」W・8)

が
清濁の
対立
を 、
〈
清
音〉H「
非
鼻
音(有声)」 、
〈
濁
音VH「
鼻
音(鼻

音を冠した有声彼裂立固または
鼻音こ
と
す
るこ
とに
対して 、
「わら・
くつ

|わ
ら
ぐっ
|わ

ら
うづ」
の
例の
分
析を
通して 、
かつ
て「わ
ら
ぐっ」「
や



韻(史的研究)

ま
ど
り」「
あ
き
ぴ
と」
な
ど
の
複
合
語
が
出
来
た
頃
の
語
中
の「
か 、
さ 、
た 、

は」
行
清
子
音
は
無
声
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し 、
「
や
が
て

語
中
清
子
音
に
有
声
化
の
き
ざ
し
が
現
れ
た
た
め 、
そ
れ
と
の
区
別
の
必
要
か

ら 、
濁
子
音
の
方
が
:・

鼻
音
を
冠
す
る
よ
う
に
な
っ
た」
と
論
ず
る 。
早
田
説

を
「
時
代
の
異
な
り」
と
し
て
解
釈
し
て
い
る 。
川
上
の
音
声
学
的
立
場
か
ら

す
る
説
明
は
分
り
や
す
い
が 、
「
濁立国
「
ぐ 、
ぎ」
お
よ
び
『
ぴ」
は
(
な
お 、

い
わ
ゆ
る
清
音「
み 、
に」
もて
そ
の
母
音
の
消
失
に
よ
っ
て
鼻
子
音
に
変
化
し
得

る」
(
傍
点l
清
水)
と
い
い 、
そ
の
過
程
を
た
と
え
ば 、
|

宅
問
昌
三
耳1
4司白
Bo

z
-

者釦円白白色ロ
の
よ
う
に
示
す
こ
と
に
関
し
て
は
も
う
少
し
説
明
が
欲
し
か

っ
た 。
私
見
で
は
こ
の
変
化
が
自
然
的
に
起
こ
り
得
る
の
は
〈
狭
母
音
〉
の
場

合
に
限つ
て
の
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る 。
な
お 、
川
上
は 、
有
声
破
裂
音
の

前
に
鼻
子
音
が
発
生
し
た
原
因
と
し
て
∞
SF
E
E
を
考
え
て
い
る 。
卓
見
で
あ

る 。
鈴
木
豊「
声
点
資
料
に
お
け
る
濁立目
標
示
a|暦仁

王古語姶
遣
を中心に
|­

(
早
稲
田
大
『
国
文
学
研
究』
湖 、
卯-
3) 、
同
「
西
本
願
寺
本
『
万
葉
集』
和
語

の
声
点
に
つ
い
て
||濁音表示を中心に
|l」

(『
文
京
女
子
短
大
英
語
英
文
学
科
紀

要』
お 、
ω・
ロ)
は 、
と
も
に「
濁
音
標
示
史」
を
鮮
明
に
す
る
べ
く

取
り
組
ま
れ

た「
濁立目
標
示
史
各
論」
で
あ
る 。
濁
声
点
が「
ア
ク
セ
ン
ト

標
示
と
濁
音
標
示
の

ど
ち
ら
の
機
能
に
比
重
が
置
か
れ」
て
差
声
さ
れ
る
か
は
資
料
に
よ
り一

様
で

は
な
い
が 、「
濁
声
点
が
ア
ク
セ
ン
ト

標
示
機
能
を
失
う
と
濁
音
標
示
専
用
と
な

り 、
そ
の
時
点
で
濁
点
が
成
立
し
た
と
い
い
う
る」
と
い
う 。
鈴
木
の
い
う「
濁

音
標
示
史」
と
は「
声
点
資
料
に
お
け
る」
と
い
う
限
定
が
つ
く
の
か
否
か
行
論

で
は
分
か
り
に
く
か
っ
た
が 、
意
欲
的
な
研
究
で
あ
り
注
目
し
た
い 。
西
崎
亨

「
濁
音
符「∞」「
仔」
交
用
資
料
と
し
て
の
「
梅
沢
記
念
館
所
蔵
広
安
六
年
本
老

子』
小
見」(『
汲
古』
M 、
ω・
2)
は 、
中
原
家
の
訓
法
を
伝
え
る
該
資
料
に
お

い
て 、
中
原
家
に
用
い
ら
れ
る
濁
音
符「b」
の
ほ
か
に「∞」
と
い
う
濁
音
符
と

音

の
交
用
が
み
ら
れ
る
状
況
を
分
析
し 、
移
点
に
あ
た
っ
て
僧
侶
が
自
ら
所
用
の

「∞」
を
記
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る 。
川
本
栄一
郎「
幕
末
の
「
獄
中
記」

に
見
ら
れ
る
ガ
行
鼻
濁
音
表
記
と
そ
の
系
譜」(『
国
語
論
究』
2、

明
治
書
院 、
ω・

2)
は 、
南
部
領
農
民 、
三
浦
命
助
が
盛
岡
の
長
町
牢
内
で
記
し
た
仮
名
書
き
文

書
の「
が
ぎ
戸、
げ
ご」「
が
ギ
グ
ゲ
プ」
表
記
を
中
心
に 、
そ
れ
の
特
徴
と
系
譜
を

考
察
し
た
も
の 。
当
該
の
表
記
は
三
浦
命
助
の
独
創
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に 、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
み
ら
れ
る
鼻
濁
音

表
記
と
そ
の
名
称
と
の
関
係
を
手
が
か
り
と
し
て 、
こ
の
表
記
は
「
ガ
行
鼻
濁

音
も『
半
濁
音」
の一
種
と
見
る
考
え
方
を
基
盤
に 、
そ
れ
へ
ガ
行
子
音
の〔匂〕

に
注
目
す
る
新
し
い
音
声
学
的
な
見
方
が
加
わ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る」
と
述
べ
る 。
た
だ
し 、
「
出
所
や
伝
播
経
路」
は
未
詳
と
す
る 。
な
お 、
論

文
の
末
に
は「
江
戸
時
代
の
文
献
に
見
ら
れ
る
「
半
濁」
ま
た
は
『
半
濁
音』
に

つ
い
て」
の
言
及
が
あ
り 、
ど
う
い
う
も
の
が「
半
濁(
音)」
と
意
識
さ
れ
て
い
た

か
あ
る
い
は
呼
ば
れ
て
い
た
か
を
知
る
と
と
が
で
き
る 。
半
濁
音
の
標
示
法
に

つ
い
て
は 、
沼
本
克
明「
半
濁
音
符
史
上
に
於
け
る
唐
音
資
料
の
位
置」
(『
国
語

学』
服 、
卯-
9)

が
あ
っ
た 。
半
濁
音
符
は
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
よ
っ
て
成
立 、

定
着
し
た
と
す
る
通
説
に
対
し
て 、
江
戸
期
唐
音
資
料
に
頻
用
さ
れ
て
い
る「
注

意
点」
の
方
式
が
パ
行
音
表
記
に
残
り
定
着
を
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う 。
川
本

の
論
と
相
侠っ
て
興
味
あ
る
問
題
を
提
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

=
7
二

連
濁・
連
声
屋
名
池
誠「
〈
ラ
イ
マ
ン
氏
の
連
濁
論
〉
原
論
文
と
そ

の
著
書
に
つ
い
て

付・
連
濁
論
原
論
文
「
日
本
語
の
連
濁」
全
訳」
(
大
阪
女

子
大
大
学
院
『
百
舌
鳥
国
文』
口 、
別-
U)
は 、
用
意
周
到
な
調
査
に
よ
る
ラ
イ

マ
ン
の
人
と
な
り
の
紹
介
と 、
「
ラ
イ
マ
ン
の
法
則」
で
知
ら
れ
る
連
濁
論
の
原

文
全
訳
で
あ
る 。
こ
の
論
考
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
情
報
に
は 、
連
濁
研
究

に
と
っ
て
の
貴
重
な
示
唆
が
多
く
み
ら
れ
貴
重
で
あ
る 。
連
声
の
生
成
と
そ
の
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特
質お
よ
び
流
布の
状況につい
て 、
通
史
的な
視
点か
ら
論じ
た
も
の
と
し

て 、
馬
淵和
夫「
連士戸」(『日
本文学の視点と
諸相』 、
汲古書院 、
mN・5) 、
高

松
政
雄「
連
声
||字音韻尾の日本化の過程に除ける
||」(

関西学院大「日本文芸

研究」
GL2 、
引・7)
の二
論
考が
あっ
た 。
馬
淵は 、
い
わ
ゆ
る
連
合仮
名

の
用
法か
ら「
古
代日
本
語の
中に
存
在し
てい
た 、
わ
た
り
子
音を 、
中
国
人

もし
くは
韓人は
よ
く
聴き
取っ
て 、
そ
れ
を
記
す
のに
有
韻尾
字を
使
用し

た」
と
指
摘し 、
八
連
声
〉は「日
本語に
古
来
音声
現
象と
して
存
在してい

た
も
の」
が 、
「
中
世に
な
る
とそ
れ
を
『
連
声」
と
し
て一
部の
人々
に
意
識

さ
れ
る
様に
な」
り 、「
音
韻現
象と
なっ
た」
とい
う 。
連
声が
意
識さ
れ
る
よ

うに
なっ
た
背
景を 、「
悉曇
学の
連
声
説が
次
第に
世
間に
浸
出し」 、「
有
識

者の
聞に
連
声の
現
象が
把
握さ
れ
る
様に
なっ
て
記
録さ
れ
る
様に
なっ
た

の
で
は
ない
か」
と
述べ
る 。
高
松は 、
連
声は 、
「
前
項
の
子
音
韻尾が 、
後

項の
母
音・
半
母
音に
覆い
掛かっ
て
行き」 、
「そ
の二
項の
接
合
点が 、
重

子立自
の巾55丘一oロ
と
相
成る
現
象を
専らに
指す」
と
し 、
その「
由
来は 、

彼土
の
鼻
音
韻尾の一
音節と
して
の
隔
離陣と 、
そ
の
音価とに
求め
るこ
と

が
出
来る
の
で
ある」とい
う(連合仮名に
関しては
後掲「入声音と
促
音」中

に
指摘あり 。
原論文参照) 。
そ
して 、
こ
の
現
象の
崩壊の
因
を「
援
音と
し

て
の
音
韻的
確立
とは
裏
腹に 、
そ
の
音声
面で
は 、
開
放
子
音と
して
の
破

裂の
鼻
音([ロ])
か
ら 、
持続
子
音と
して
の
閉鎖の
鼻音([Z])
に
弱
化す

る」
とこ
ろ
にみ
よ
う
と
す
る 。
「
連
声の
生
起す
る
因
由
とそ
の
解
釈」
は 、

馬
淵
説と
重
な
る
とこ
ろ
も
ある
よ
うに
見受
け
ら
れ
る
が 、「
日
常
語の
世
界

と
伝
承
音の
世
界
とは
別な
り」
と
す
る
指
摘は
馬
淵
説と
ど
の
よ
うに
絡
む

の
か 、
興
味
ある
問
題
を
提
示してい
る
とい
えよ
う 。
連
声は 、
{子
音語の

音節
構
造と
和
語の
音節
構
造との
相
克と
捉ら
え
るべ
き
で
ある
とい
う
木

田
章
義の
説が
思い
起こ
さ
れ
る 。
なお 、
馬
測
説と
関
連す
る
論
考と
し
て 、

松
浦加
寿美
「
古
代地
名表記と
漢
字
音
||韻尾の
利用を中
心に
||」(
ノ
l
ト

ル
ダム
清心女子大『古典研究」
灯 、
ω・7)
をこ
こ
に
挙げて
お
き
たい 。
松

浦は 、
「
連
合仮
名」「二
合仮
名」「
単
音節
仮
名」の
用
法の
分
析を
通して 、

漢
字
音の
日
本
語へ
の
馴
化の
過
程をみ
よ
うと
する 。
森
「古
代の
音
韻」

にい
う
α
群と
β
群と
の
調査で
は 、
地
名
表
記のカ
行の
仮
名・
韻尾
利

用とい
う
点で
は
明確な
差
異は
見られ
ず 、
「
地
名表記は
原
資
料・
及び
慣

用
的
表記に
基づ」
い
た
もので
ある
とい
う 。
漢
字
音の
項で
取上
げ
るべ

き
性
質の
論
考で
ある
が 、
あえて
こ
こ
に
記す 。
個別
的な
資料に
よ
る
考

察に
は 、
大
倉浩「『
狂
言記」
(正
編)
の
連
声
表記
をめ
ぐっ
て」(「上越教育

大学国語研究」
4 、
ω・2)
が
あっ
た 。
該
資料で
ナ
行の
連
声
表記
し
かみ

られ
ない
理
由
を 、
連
声の
衰退
期
を
反
映する
現
象で
ある
と
説明する 。

=
了
三
子
音
音
価一
(外国資料による)
平
弥
悠
紀「日
本
語に
除け
る
有

気
音と
無
気
音
||室町時代以後の中国資料による
||」(『辞書・

外国資料による

日
本語研究』
大友信一
博士還暦記念論集 、
和泉書院 、
引・8)
は 、
室
町
時

代以
後に
刊
行さ
れ
た
七
種
類の
中
国
資料にみ
ら
れ
る
音注
漢字の
精
査に

基づい
て 、
既に
室
町
時
代の
『日
本
国
考略」
か
ら 、
現
代語の
場
合と
同

様な
傾向がみ
られ
るこ
と
を
指
摘してい
る 。
論
考末に
述べ
られ
てい
る

中国
資料を
用い
るに
あたっ
て
の
問題
点と
課
題は 、
外
国
資料一
般に
通

じ
るこ
とで
ある 。
奥村
和
子「ハ
行
子
音の
音価と
表記
||朝鮮資料『捷解新

琶
を中心に
||」(『文献探究」

幻 、
m-3)
は 、
『
捷解新一車巴
三
本のハ
行

子
音は
概ね「ホ
↓ヒ
↓へ
↓ハ」
の
順で
唇
音性を
失っ
ていっ
たこ
と
を
導

き
出し 、
そ
れ
を
仮
説と
して 、
他の
国
内
外の
資料や
方
言
等を
参
照し
検

証し
よ
う
と
す
る
意欲
的な
論 。
結
論は「
今後に
倹つべ
き
面が
多い」
と
し

て
保
留さ
れ
てい
る
が 、
「ど
の
音がい
ちばん
早く
変
化し
た
のか」につい

て
は
定
説とい
える
ものは
ま
だ
ない
とい
う 。
続
考が
期
待さ
れ
る 。『
捷解
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新
語」
に
関し
て
は 、
趨
南
徳「
重
刊
本「
捷
解
新
語」
の
巻の
グル
ープ

化
||

『ガ
行
音の
表記
法』
『
御(お
ん)』
『
盟
な
どの
現れ
方か
ら
1|」(
九
州
大「
語
文
研
究』
η、

引・ロ)
も
あっ
た 。
丸山
徹
「『ポル
ト
ガル
語正
書法
小
史」
補
説」(『南山

国文論集』
路 、
引・3)
は 、
キ
リ
シ
タン
文
献のロ
ーマ

字表
記
成立
の
背
景

につ
い
て
簡
明に
論じ
た
もの
で
あ
るが 、
「
同
音異
表
記」
の
理
由
を
知る
た

め
に
は
見
逃せ
ない一一編で
ある 。

7
四

子
音立国
価一一
(
国
内
資
料
に
よ
る)

石
井
久
雄「『
硯
縮
涼
鼓
集」
の

音
韻
注
記」(東北大『国語学研究」
初 、
ω・ロ)
は 、
本文
事
項の
音
韻注
記

か
ら
理
解さ
れ
る
音
韻現
象は 、
中世か
ら
近
世に
か
けて
の
日
本語
音
韻史

が
呈
し
た
様相の
縮
図で
ある
とい
う 。
音
韻現
象
全
般に
わ
た
る 。
神
戸和

昭「
化
政
期
江
戸
語に
診け
る
合
劫
音クワ(グワ)
|『浮世風呂』
を資料として

||」(東北大『国語学研究」
初 、
ω・ロ)
は 、
江
戸
語か
ら
東
京
語へ
の
過

程に
お
ける
合
助
音消
滅の
実
態を
明らか
に
す
るべ
く
各
論と
して
取り
組

ま
れ
た
も
の
で
ある 。
『
浮
世
風
呂』
の
地の
文に
は
三
馬の
合
幼
音保
持に
対

す
る
極め
て
強い
規範
意
識が
窺わ
れ
る
が 、
会
話
文に
は
化政
期
江
戸
語の

実
態を
活
写し
よ
う
と
す
る
意
図に
基づい
た 、
階層・
年
齢な
ど
の
諸
要
因

に
よ
る
種々
の
様
相が
み
ら
れ
る
とい
う 。
な
お 、
子
音の
音価につ
い
て
は

方
言で
も 、
融問
藤
孝滋
「
岩
手方
言に
お
け
る
語中子
音有
声
化
現

象11音環

境・語集的・事情
||」(東北大「国語学研究」

初 、
川別・ロ) 、
同「
岩
手方
言に
お

け
る
語中
子
音
鼻
音
化
現

象||音環
境・
語
象
的
事
情・世
代の観
点か
ら
||」(
千
葉

大『語文論叢」
川口 、
m-m) 、
木
部
暢子「
鹿
児
島お
よ
び
東
北方
言の
語
中カ

行
タ
行の
子
音につ
い
て」(九
州大「語文研究』
初 、
川山・ロ) 、
久
野マ
リ
子

他「四つ
仮
名方
言の
動
態と
意
識
||高知県中村市・安芸市の数量調査
||」(国

学院大日本文化研究所 、
引・3) 、
同「
四つ
仮
名の
音声(テlプ)」(文
部

省重点領域研究『日本語音声』
E3班 、
研究成果刊行書 、
引・3)
な
ど
輿

コ企乙
目

味
深い
研
究が
み
られ
た 。

四、
音
便・
極限
音・
促
音

四・一
音
便
総
体
を
論じ
た
ものに
は 、
高
松政
雄「
音便
||語結合点に

おける音節短縮としての」(『国語国文」
印』ロ 、
卯-U)
が
ある 。
音便とは 、

当
gr
のい
うよ
うに「
密な
る
語結
合の
接
合点に
於ける
音節短
縮」
で
あ

り 、
「
結
果
的に
は 、
そ
の
音節の一
単
音た
る
子
音 、
乃至 、
母
音の
脱
落と

な
る
現
象で
ある」
と
す
る 。
そ
して 、
それ
を
支えてい
る
のは「それ
を
蒙

る
音節の
弱
化」
で
ある
と
指
摘する 。
具
体
例の
検
討を
通じて
従
来の
音便

の
考え
方に
対し
再
考を
促してい
る 。
各
論
的に
は 、
江口
正
弘「
天
草版
平

家
物語の
動
調の
音
便
形につい
て」(『熊本女子大学学術紀要』必tl 、
ω・

3) 、
坂
梨
隆三「
近
世に
お
ける
サ
行四
段活用
の
イ
音便」(東京大「人文科

学紀要』
引 、
ω・3)
が
ある 。
江口
は 、
標題
資料の
音便の
実
態を
記
述し

た
もの 。
パ・
マ
行四
段活用
の
音便
化は
読
本で
ある
覚一
本と
異なるこ

と
を
指
摘す
る 。
坂
梨は 、
江
戸
時
代に
な
く
なる
とい
わ
れてい
る
標題の

音便につ
い
て 、
なぜ
そ
れ
が
江戸
前期に
なお
用い
られ
る
のか
とい
う
逆

の
視
点か
ら 、
近
松
世
話
物浄瑠璃で
の
状
況を
考察してい
る 。
作
中の
イ

音便の
状
況は
そ
の
使
用
者と
場面お
よ
び
語集に
特
徴が
み
ら
れ
る
と
し 、

近
松の
作
劇法と
の
関
係を
指
摘す
るが 、
それは「
架空
の
もので
は
な
く 、

当
時なお
存
在し」
た
もの
を
効
果
的に
用い
た
と
論ずる 。

四・
二
促
音

高
松
政
雄「入
声
音と
促
音」(「国語国
文』
日13 、
ω・
3)

は 、
促
音便の「
異
質
性と
時
代的
後
出と
の
故に」 、
他の
音便とは一
律に

扱うこ
と
の
非をま
ず
指
摘する 。
字
音の
側の
促
音化と
和
語の
側の
促
音

化は 、
「
極め
て
密
接に
相
互
交渉し
合っ
て
遂に
両
者一
に
融
合」
す
る
が 、
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そ
の「
端
的な
る
証左」は「
表
記
法上
の一
致」
で
ある
とい
う 。
具
体
的に
は 、

舌
内入
声
と
促
音が
ま
ず
同一
視さ
れ 、
ここ
に「
国
語
音を
基
盤とす
る
促
音

の一
般
的
把
握が
成立す
る」
と
し 、
喉
内入
声に
は
の巾gE丘一Oロ
を
もっ
て

促
音化の
過
程を
解く 。
唇
内入
声に
関して
は
文法上
のハ
行促
音
便と
の

関
係で
考察が
なさ
れ
てい
る 。
高
松の
論は 、
字
音と
国
語
音と
の
交渉
史

の
体
系
化とい
う一
貫
し
た
視
点に
おい
て
展
開さ
れ
て
お
り(前掲論考を含

めて) 、
「『
中
国
語の
影
響」
な
る
そ
の
事の
真
意は」 、
「
我が
方で
の
素
質の

開
眼と
把
握さ
るべ
き
もの
で
あっ
た」
等々

、
貴重
な
示
唆
を
多く
含む 。
掛

調の
上か
らこ
の
問題に
触れ
た
ものに 、
遠
藤
邦基「『そ
ほづ」
と『
僧
都」・

「
欲し』
と『法
師」
ll仮名表記を異にする掛詞
||」(奈良女子大『叙説」 、

ω・

2)
が
あっ
た 。
遠
藤の
論
考は 、
こ
の
項以
外の
問
題
も
含め
て
音
韻史
的
視

点か
ら
広
く

掛
詞の
成立する
素
地
を
論じてい
る 。
彦坂
佳
宣「
初
期聖
書訳

「
約
翰
福音之
伝』
の
促
音
表
記」(『国語論究』
2 、

明治書院 、
ω・2)
は 、

標
題
文
献の
促
音表
記
の
実
態か
ら 、
ギュ
ツラ
フ
の
日
本語理
解が
充分で

なかっ
たこ
と
と 、
知
多方
言の
混入が
認め
ら
れ
るこ
と
な
ど
を
明らか
に

し 、
拙
劣とさ
れ
る
ギュ
ツラ
フ
訳
文の
性
格解
明に
大き
く
貢
献してい
る 。

四・
三
以上
の
他に 、
上
記
問
題
全
般と
関
連の
深い
論
考と
し
て 、
岸田

武
夫「
音
韻
変
化の
原
因」(「梅花女子大学文学部紀要」お 、
川別・ロ) 、
栗
林
均

「
日
本語の
援
音と
促
音の
音声
特
徴」(日本大『語文』
初 、
引・6)
と
が
あ

っ
た 。
栗
林は 、
ソ
シュ
lル

のい
う「
内
破
音」
と「
外破
音」
の
区
別は 、
日

本語の
音声の
分
類と
記
述に
必
要
不
可
欠
な
もの
で
ある
と
指
摘し 、「
援
音

と
促
音を
「
内
破
音』
と
し
て
認
識す
るこ
とは 、
国
語
学だ
けで
な
く 、
一

般
音声
学や
言
語
学に
とっ
て
も 、
重
要で
ある」
と
述べ
る 。
前田
正
人「
謡

曲の
発
音と
節
付けに
関す
る一
考

察||ノム音とノミ節について
||」(仏教

大『人文学論集』
M 、
M別・ロ)
は 、
謡
曲の 、
鼻へ
息を
抜く
内
破立目的ゲ
を

発
音す
る「ノ
ム
音」
と 、
「ン」
と
聞こ
え
る
音を加
え
る
節
付け
の一
種で
あ

る「ノ
ミ
節」
に
「
昔の
日
本語の
発
音を
考え
る
よ
りどこ
ろ」
を
見
出そ
う

とす
る 。
方
言で
は 、
渡
辺
修
平「
弘
前市に
お
ける
特
殊
音節の
識別につ

い
て
l|共通語話者との比較から
|1」(『弘学大語文」

凶 、
ω・3)
が
あっ
た 。

「モ
lラ

方
言は 、
語の
知
的
意
義の
弁
別に
機
能す
る
単
位がモ
lラ
とい
う

相
対
的な
時間
単
位に
依存してい
る
の
に
対し 、
シ
ラビ
lム

方
言は
むし

ろ
入
りわ
た
り
鼻
音に
代表さ
れ
る
よ
う
な
音声
特
徴に
依
存
し
てい
る」
な

ど
示
唆に
富む 。
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五 、
ア
クセ
ン
ト

五・一
成
立
論・
万
葉
集・
古
今伝
授
桜
井茂治「
動
調の
アクセン
ト

が

で
き
る
ま
で
印

||日本語アクセント成立論ω
||」(『国立音楽大学研究紀要』

μ 、
ω・3) 、
同「
副
調の
アクセ
ン
ト

成立
考
||日本語アクセント成立論的
||」

(『同』
お 、
引・3)
は 、
「
日
本
語アクセ
ン
ト

成立
論」
とい
う
壮大
な
構想の

もと
に
なる
もので
ある 。
と
くに

後
者の「
語
構
造
的に
そ
の
基
本に
なっ
た

名
詞 、
動
調な
ど
の一
次
的なアクセ
ン
ト
を
基に
して
成り立っ
てい
る二

次
的な
成立
とい
う
性
格がつ
よ」
く 、
「
体
系
的とい
うよ
りも
語
象
的で
あ

る」
とい
う
指
摘は 、
〈副
詞〉
の
語性を
考え
る
上で
も
貴重で
ある 。
鶴久

「万
葉
集に
お
ける
倍訓
仮
名と
ア
クセ
ン
ト」(福岡女子大「香椎潟』お 、

ω・

3)
は 、
訓
仮
名の
使用は
アクセン
ト
と
無
関
係で
は
ない
こ
と
を
述べ
た 、

今期
注
目すべ
き
論のひ
とつ
で
ある 。
そ
の
関
係は
「
法
則とまで
は
言は

ない
に
し
て
も
傾
向は
十分に
首肯さ
れ
るで
あら
う」
とい
う 。
そ
の
関
係

が
上
代の
アク
セ
ン
ト
と
の
聞に
同
認さ
れ
る
事柄で
ある
点に
おい
て 、
な

お
克
服さ
れ
な
けれ
ば
な
ら
ない
問題も
多い
が 、
森『
古
代の
音
韻』
の「ア

クセ
ン
ト

論」
と
の
絡み
でい
えば 、
鶴の
方
法の
有効
性は
認め
ら
れ
て
よ



韻(史的研究)
ぃ 。
こ
の
研
究
の
進
展
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
事
柄
は 、
単
に

ア
ク
セ
ン
ト

の
問
題
に
留
る
も
の
で
は
な
い 。
今
後
の
展
開
に
期
待
し
た
い 。

秋
永一
枝「
差
声
と
伝
授

|上去
最声点本を例として
|1」

(
早
稲
田
大『
国
文
学
研

究』
印 、
ω-
m)
は 、
差
声
と「
移
声」
の
違
い
を
説
き 、
そ
れ
に
基
づ
い
て
該
資

料
に
お
け
る
古
今
伝
授
の
具
体
相
を
明
ら
か
に
し
た
も
の 。
鈎
点
は 、
相
伝
の

注
釈 、
伝
授
の
あ
る
し
る
し
で
あ
り 、
「
評
価
の
表
記」
と
い
う
わ
け
に
は
い
か

な
い
と
い
う 。
参
考
と
す
べ
き
点
が
多
い 。

五・
二

平
幽・
丸
本
(
近
世
京
都・
大
阪
ア
ク
セ
ン
ト)

上
野
和
昭
「
平
曲
譜

本
に
み
え
る
動
詞
の
接
合
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て」
(『
徳
島
大
学
圏
諸
国
文
学』

3 、
ω・
3)
は 、
接
合
動
調
前
項
と
後
項
の
ア
ク
セ
ン
ト

構
成
の
記
述
を
通
し

て 、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の 。
「
接
合」
と
は 、
平
曲
譜
本
に
お
い
て

二
語
の
動
調
が
連
接
す
る
場
合
に 、「
主
に
前
項
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
生
か
し
な
が

ら 、
ア
ク
セ
ン
ト

の
高
い
部
分
が
二
笛
所
に
な
ら
な
い
程
度
に
調
整
さ
れ
た 、

弱
い
複
合」
で
あ
る
と
い
う 。
同
「
助
詞「
の」
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
の一

考
察

||室町・
江戸時代を中心に
||」

(
早
稲
田
大
「
国
文
学
研
究」
問 、
引・
3)

は 、
室
町
以
降
に
み
ら
れ
る
低
平
型
の
語
に「
の」
が
接
し
た
場
合 、
-
-
v 、

・
・
マ
型
が
出
現
す
る
こ
と
の
説
明
と
し
て
「
後
続
語
の
影
響
を
被
る
場
合
と

文
節
単
位
で
変
化
す
る
場
合
と
二一
様
の
道
筋
を
考
え」
な
け
れ
ば
多
く
の
例
を

説
明
で
き
な
い
と
す
る 。
奥
村
和
子「
前
回
流
平
曲
の
史
的
変
遷
||国語史資料と

しての
観点か
ら
||」

(
九
州
大『
語
文
研
究』
口 、
引・
6)
は 、
多
様
な
所
相
を
み

せ
る
譜
本
類
を 、
「
ア
ク
セ
ン
ト

史
料」
と
し
て
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に 、
前

回
流
諸
譜
本
の
系
統
関
係
を
整
理
し
た
も
の 。
平
曲
譜
本
資
料
と
し
て 、
と
も

す
れ
ば
「
平
家
曲
節」
偏
重
に
な
り
や
す
い
従
来
の
研
究
傾
向
を
鋭
く
指
摘
す

る 。
坂
本
清
恵「
丸
本
を
資
料
と
す
る
ア
ク
セ
ン
ト

研
究
の
問
題
点」(
早
稲
田
大

「
国
文
学
研
究』
刷 、
ω・
3)
は 、
謡
い
方
を
示
し
た
い
わ
ゆ
る
楽
譜
を
ア
ク
セ

音

ン
ト
史
資
料
と
す
る
場
合
に
は 、
十
全
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を 、
近
松

丸
本
の
動
調
終
止
形・
連
体
形
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
考
察
を
通
し
て
述
べ
た
も
の 。

五・
三

節
博
士・
ア
ク
セ
ン
ト

記
号
沼
本
克
明「
高
山
寺
蔵
古
博
士
資
料
に

つ
い
て」
(『
平
成
元
年
度
高
山
寺
調
査
団
研
究
報
告
論
集」
ω・
3) 、
同「
訓
点
資
料

に
診
け
る
節
博
士
に
就
い
て
||節博士の発生と発

達|」(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』

明
白・
3)
は 、
と
も
に
訓
点
資
料
で
の
節
博
士
の
加
点
状
況
の
精
査
に
基
づ

き 、
新
見
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が 、
後
者
に
は 、
「
従
来
漠
然
と 、
声
明
の
渡
来

と
同
時
に
節
博
士
も
(
中
国
を
経
由
し
て)
渡
来
し
た
様
に
考
え
ら
れ
て
来
た
こ

と
に
対
し
て 、
博
士
は
日
本
側
で 、
平
安
後
期
初
頭
に 、
天
台
宗
僧
に
よ
っ
て

発
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る」
と
い
う
新
説
の
提
示
が
あ
り
注
目
さ
れ
る 。
訓
点

資
料
等
の
曲
線
記
号
は 、
声
明
と
し
て
歌
詠
さ
れ
る
場
合
の
特
殊
な
旋
律
型
を

示
す
節
博
士
の
原
初
形
で
あ
る
と
す
る 。
ア
ク
セ
ン
ト

記
号
に
転
換
す
る
の
は

時
代
が
下
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
と
い
う 。
傾
聴
す
べ
き
論
考
で
あ
る 。
西

崎
亨
「
西
大
寺
蔵
「
焚
網
経
菩
薩
戒
序』
所
載
の
墨
譜
に
つ
い
て」
(
武
庫
川
女

子
大
「
武
庫
川
国
文』
お 、
ω・
3)
は 、
墨
譜
の
系
統
と
特
徴
お
よ
び
そ
れ
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
和
訓
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
考
察
し
た
も
の 。
様
式
乙(
訓
仮
名
に
施

さ
れ
た
墨
譜)
の
も
の
に
は
ア
ク
セ
ン
ト

史
資
料
と
し
て
種
々
の
問
題
を
含
む

と
いhつ 。

六 、
漢
{子
音

六・
一

漢
字
音
史・
声
調・
他
高
松
政
雄「
漢
字
音
史
(一)
上」
(
関
西
学

院
大
『
日
本
文
芸
研
究』
C1
2 、

ω・
7) 、
同「
漢
字
音
史(一)
下」
(『
同」
必l

3 、
ω-
m) 、
同「
直
音
注
||漢字音史(

二)

||」
(
関
西
学
院
大『
人
文
論
究」

ωt
3 、

ω-
U)
は 、
「
日
本
漢
字
音
史」
な
る
構
想
の
も
と
に
展
開
さ
れ
た一
連

の
論
考
で
あ
る 。
「
序
説」
(
岐
阜
大
『
国
語
国
文
学』
問 、
的・
2)
を
承
け
て
の
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「
具
体
相
の
分
析」
が
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た 。
前
二
者
は 、
万
葉
仮
名
漢
字
を
中

国
音
韻
学
の「
五
音」
の
枠
で
検
し
た
上
で 、
カ・
サ
行
音
の
問
題
に
言
及
し
た

も
の 。
後
者
は 、
「
我
が
国
的
同
音
注
で
あ
る」
直
音
注「
自
体
の
内
側
に
メ
ス

を
入
れ」
た
も
の 。
展
望
筆
者
は「
漢
字
音
史」
の
初
発
を
ど
こ
に
置
く
か
に
つ

い
て
常
々
想
い
を
巡
ら
せ
て
い
る
が 、
高
松
は「
序
説」
で
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る 。
す
な
わ
ち 、
奈
良
期
の「
万
葉
仮
名
は 、
中
国
語
音
の
枠
組
に
て
見
た

る
我
が
国
語
音
の
表
記
で
あ」
り 、
平
安
期
の「
漢
字
音
は 、
飽
く
ま
で
我
が
国

語
音
よ
り
把
え
た
る
中
国
語
音
で
あ
る 。
国
語
の
尺
度
で
以
て
測
れ
る
外
国
語

音
で
あ
る 。・・・
こ
の
両
時
代
は・・・
漢
字
音
上
は 、
連
続
的
に
し
て
し
か
も
非
連

続
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る 。
草
に
両
時
代
の
特
性
が
顕
著
に
露
呈
さ
れ
て
い
る

と
言
い
得
べ
く 、
ま
た 、
こ
の
意
で
は 、
正
に
そ
の
名
に
値
す
る
と
こ
ろ
の
日

本
漢
字
音

||
日
本
に
が
け
る
漢
字
の
音
門凶
器
ω
Eo-
告白
E
R
Z
の
形
成
の

論
証
は 、
中
古
期
に
始
ま
る
と
論
定
し
得
る
事
に
帰
着
す
る
の
で
あ
る」
(
傍
点

清
水)
と
い
う 。
E
g
と
し
て
全
く
同
感
で
あ
る 。
音
義
書
等
に
存
す
る「
我
が

国
的
同
音
注」
は 、
外
国
語
音
の
標
示
で
あ
る
が 、
そ
の
標
音
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が

日
本
語
音
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
お門
己喝
さ
れ
て
い
る
点
で 、
日
本
語
音
韻
史

(
漢
字
音
史)
資
料
と
な
し
得
る
で
あ
ろ
う
と
展
望
筆
者
は
考
え
て
い
る 。
た
だ

し 、
そ
れ
が
日
本
的
ス
ペ
ッ
ク
で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
は
中
古
音
と
の
照
合

だ
け
で
は
判
明
し
得
な
い
場
合
も
あ
り 、
専
門
的
な
知
識
が
要
求
さ
れ
る 。
「
日

本
漢
字
音
史」
の一
書
が
示
さ
れ
る
日
を
期
待
し
た
い 。
高
松
に
は 、
「
助
音
仮

名
の一
の
場
合
11

2うとく(所得)』
||」

(『
日
本
文
芸
研
究』
G
I 、

引・
4)

も
あ
っ
た 。
「
助
音一
般
論
展
開」
の
た
め
の
各
論
で
あ
る 。
声
調(
変
化)
を
扱

っ
た
も
の
に 、
小
助
川
貞
次「
上
野
本
漢
書
楊
雄
伝
の
声
点
に
つ
い
て」(
北
海
道

大『
国
語
国
文
研
究』
郎 、
M別・
9) 、

榎
木
久
薫「
光
明
真
言
土
沙
勧
信
記
に
お
け

る
声
調
変
化
に
つ
い
て
||
呉音
去
声
字の
上
声
化に
つ
い
て
の
考察||

」(『
鎌
倉
時
代
諾

研
究』
M 、
引-
m)
が
あ
る 。
前
者
は 、
各
種
の
声
点
は「
日
本
漢
音
の『
新
層』

に
位
置
付
け
ら
れ
る」
と
し 、
ま
た 、
「
声
点
を
根
拠
と
し
て
は
本
資
料
の
全
巻

音
読
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い」
と
い
う 。
後
者
は 、
「
在
家
の
者
を
対
象

と
し
て
著
述
さ
れ
た」
該
文
献
に
み
ら
れ
る
声
点
の
性
格
を 、
高
山
寺
華
厳
経
音

義
二
種
と
の
比
較
を
通
し
て
述
べ
た
も
の 。
「
呉
音
去
声
字
の
上
声
化」
現
象
の

整
理
に
よ
り 、
高
山
寺
教
学
に
お
い
て 、
「
在
家
の
者
が
理
解
で
き
る
と
考
え
た

声
調」
と 、
「
華
厳
経
直
読
学
に
お
け
る
漢
字
声
調」
と
に
は
差
異
の
な
い
こ
と

を
指
摘
す
る 。
佐
々
木
勇
「
真
福
寺
蔵
「
八
名
普
密
陀
羅
尼
経』
鎌
倉
中
期
点」

(「
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
問 、
ω・
3) 、
同「
龍
門
文
庫
蔵『
浄
土
三
部
経」
に
つ

い
て
||『
阿
弥
陀
経』
『
観無量
膏経』
の
字
音注を
中心に
||」(『
鎌
倉
時
代
語
研
究』
日、

卯・
凶)
は 、
と
も
に
国
語
史
資
料
と
し
て
の
資
料
性
を
漢
字
音
の
考
察
を
中
心

に
述
べ
た
堅
実
な
論 。
前
者
で
は 、
墨
点
の
音
注
は
呉立日
系
で
あ
る
の
に
対
し 、

第一
次
朱
声
点
の
反
映
す
る
声
調
体
系
は
新
漢
音
系
で
あ
る
と
い
う 。
後
者
で

は 、
該
資
料
が
法
相
宗
系
統
の
呉
音
直
読
資
料
で
あ
り 、
『
浄
土
三
部
経」
の「
音

読
史
を
考
え
る
場
合
の
基
点
と
な
る
べ
き
史
料」
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る 。

対
照
研
究
と
し
て
は 、
貧
光士口
「
韓
国・
日
本
漢
字
音
に
お
砂
る
重
韻
の
問
題」

(『
日
本
語
と
日
本
文
学』
ロ、
ω・
2)
が
あ
り、
八
重
韻
〉
の
特
徴
に
つ
い
て
論

じ
て
い
る 。
漢
字
音
の
研
究
に
と
っ
て
は 、
平
山
久
雄
「
中
古
漢
語
に
お
け
る

重
紐
韻
介
音
の
音
価
に
つ
い
て」(
東
京
大『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要」
川 、
引-
2)

の
成
果
も
見
逃
せ
な
い 。

六・
二

唐
宋
音・
韻
学
唐
宋
音
の
研
究
に
関
し
て
は 、
今
期
も 、
岡
島
昭

浩「
唐
韻
語
存
疑」
(
九
州
大『
文
献
探
究」
お 、
ω・
3) 、
同「
近
世
唐
韻
資
料
に

於
け
る
濁
点
と
濁
声
母」
(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料』
仰刷 、
引・
6
第
臼
回
訓
点
語
学

会
研
究
発
表
要
旨) 、
金
子
真
也
「『
黄
紫
清
規」
中
の
唐
音
に
つ
い
て

||声母を

中心に
ll」(『
龍
谷
大
学
紀
要』
ロー
1、
ω・
8)、
遠
藤
光
暁「
ア
ン
ズ
と
ド
ン
ス
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韻(史的研究)

11唐音の
中
国
原音にお
ける
鼻音
韻尾の
音
価
||」(『
国
語
学』
刷、
〈
短
信
〉、
引・
3)、

森
博
達
「
近
世
唐
韻
と
「
東
音
譜」」
(「
国
語
学』
山川 、
引-
9)
な
ど
多
く
の
論

考
が
発
表
さ
れ
成
果
を
挙
げ
て
い
る 。
各
々
に
つ
い
て
触
れ
る
ゆ
と
り
が
な
い

が 、
森
の
方
法
は
音
韻
史
研
究
に
あ
た
っ
て
見
習
う
べ
き
と
こ
ろ
が
多
い 。
ま

た 、
湯
沢
質
幸「
泉
涌
寺
蔵
宋立日
経
典」
(『
訓
点
語
と
訓
点
資
料」
幻 、
引・
9)
の

よ
う
な
資
料
の
公
開
は
あ
り
が
た
い 。
韻
学
関
係
で
は 、
湯
沢
質
幸「
江
戸
後
期

の
韻
学
|
悉
曇
字記
真
釈を
中
心
と
し
て
||」
(『
国
語
国
文」
甲
1、

ω
i) 、

福
永

静
哉「
薄
風
子
の
韻
鏡
研
究」
(『
神
戸
女
子
大
国
文』
創
刊
号 、
ω・
3) 、
中
村
元

「
親
驚
の
用
い
た
反
切
ご)」
(
龍
谷
大『
中
世
文
芸
論
稿』
M 、
引・
3) 、

清
水
史

「
〈
反
切
〉
と
〈
韻
図
〉」(『愛媛
大
法
文
学
部人
文
学
会
創
立
回
周
年
記念
論
集』

引・
9)、

小
倉
肇「
韻
書
に
つ
い
て
ω」(『弘
前
大
学教育
学
部
紀
要』
叫山、
引-
m)

な
ど
が
み
ら
れ
た 。
湯
沢
の
「
韻
学
に
お
げ
る
江
戸
後
期
と
は 、
西
洋
言
語
学

取
り

込
み
に
よ
り
新
た
な
進
展
を
見
る
に
至
る
ま
で
の
受
容
準
備
期
と
位
置
づ

け
る
こ
と
が
出
来
る」
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い 。

六・
三

五
十
音
図
漢
字
音
と
関
係
の
深
い
こ
と
も
あ
っ
て 、
こ
こ
に
置
く

こ
と
に
し
た 。
五
十
音
図
に
つ
い
て
は『
日
本
語
学」
(
91
2 、
明
治
書
院 、
ω・

2)
に
特
集
が
あ
り 、
小
泉
保「
私
の
五
十
音
図
観」 、
小
松
英
雄「
五
音
と
論
文」 、

佐
藤
喜
代
治「
私
の
五
十
音
図
観」 、
馬
淵
和
夫「
私
の
五
十
音
図
観」 、
森
岡
健

二「
私
の
五
十
音
図
観」 、
村
石
昭
三「
児
童
と
五
十
音
図」
の
諸
論
考
が
み
ら
れ

た 。
い
ず
れ
も
独
自
の
立
場
か
ら
説
か
れ
た
も
の
で
あ
り 、
諸
論
通
覧
す
る
に

及
ん
で
五
十
音
図
の
多
面
的
性
格
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る 。

七、
お

わ

"'" 
目

今
期
の
大
き
な
琉
れ
と
し
て 、
感
じ
た
こ
と
が
二
つ
あ
る 。
一
つ
は 、
前
期

と
同
じ
く

通
説
と
定
説
に
対
す
る
見
直
し
の
要
求
が
強
か
っ
た
こ
と
で
あ
る 。

新
説・
新
見
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
は
そ
れ
を
端
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
る 。

も
う一
つ
は 、
研
究
の
ス
タ
イ
ル
が 、
巾
Z
5
8
E
ミ
な
分
析
を
中
心
と
す
る
も

の
か
ら
全
体
的
形
態(
姿)
を
描
こ
う
と
す
る
方
向
へ
と
そ
の
可
g己
を
変
え
て

き
た
と
感
ぜ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る 。
こ
れ
ら
は
し
か
し 、
結
果
と
し
て
補
完
的

で
あ
る 。
要
素
的
分
析
が
す
べ
て
な
の
か 、
そ
れ
と
も
方
法
論
の
内
の
ひ
と
つ

な
の
か
不
分
明
な
も
の
も
中
に
は
み
ら
れ
は
し
た
も
の
の 、
お
し
な
べ
て
の
感

想
を
い
え
と
な
ら
ば 、
ま
ず
は
右
の
よ
う
で
あ
る 。
巷
間
で
は 、
フ
ラ
ク
タ
ル

や
カ
オ
ス
理
論
な
ど
が
議
論
さ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
っ
て 、
こ
の
方
面
の
研
究

に
も
質
的
変
換
が
迫
ら
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い 。
今
後
の
動
向
を
注
目
し

た
い 。
手
許
に
は
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
論
文
が
ま
だ
多
く

残っ
て
い
る 。
内
容

に
対
す
る
理
解
の
浅
さ
と
不
手
際
の
ゆ
え
に 、
非
礼
に
わ
た
る
点
が
あ
り
と
す

れ
ば
御
寛
恕
を
賜
り
た
い 。

||
愛
媛
大
学
法
文
学
部
助
教
授

||

〔
付
記〕

前
号
の
本
誌
一

六
八
集
に 、

岡
本
勲
『
日
本
漢
字
音
の
比
較
音
韻
史
的
研

究」

の
書
評
(
高
松
政
雄)

が
掲
載
さ
れ
て
い
る

。

送
稿
後
の
発
行
ゆ
え
に
触
れ
得

な
か
っ
た。
参
考
と
し
て
こ
こ
に
記
す。
ー
初
校
時
|
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